


 

院外出生で遠隔地から輸送された未熟児で死亡率が高くなるかどうかを調査し

てみた。対象は昭和 50 年と 51 年に当院未熟児施設で取扱った 441 例の未熟児

である。 

院内出生児と院外出生児とで死亡率を比較した。院内出生児では 117 例中,死亡

5例で死亡率4.3%。院外出生児では324例中,死亡19例で死亡率5.9%であった。

この差は統計学的に有意ではない。 


